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Atsuro Sawada, Atsushi Sengiku, Jin Kono, Naoki Terada, Toshinari Yamasaki, Osamu Ogawa. The 
33rd Japan-Korea Urological Congress 2016.11, Aomori, Japan 
 
Narrow band imaging (NBI)-assisted cystoscopic evaluation of non-Hunner lesions of interstitial 
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尿路上皮の概日時計と Connexin43 は細胞間情報伝達機能の日内リズムを形成する 
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第 41 回排尿管理研究会 特別講演 2018.1.25 京都 
 
尿路上皮は概日リズムを有し、コネキシン 43を介した ATP放出量の日内変動を呈する 
千菊敦士, 根来宏光, 上田政克, 河野仁, 佐野剛視, 國末純宏, 辻花光次郎, 土居雅夫, 岡村均, 小川修 
第 24 回日本時間生物学会学術大会 2017.10.28 京都 
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第 105 回日本泌尿器科学会総会 2017.4.21 鹿児島 
 
ロボット支援下腎部分切除術（RALPN）における 3Dナビゲーションシステムの開発 
千菊敦士, 澤田篤郎, 寺田直樹, 小枝正直, 水篠公範, 大西克彦, 登尾啓史, 小川修 
第 16 回日本 VR 医学会学術大会 2016.9.12 横浜 
 
腎腫瘍に対する生検に関する検討 
千菊敦士, 宮崎有, 澤崎晴武, 高橋毅, 小倉啓司 
第 101 回日本泌尿器科学会総会 2013/04/25-28 札幌  
 
筋層非浸潤性膀胱癌に対する BCG 注入療法～Tokyo 株と Connaught 株の臨床的効果の比較検討～ 
千菊敦士, 宮崎有, 澤崎晴武, 伊藤将彰, 白瀬智之, 高橋毅, 小倉啓司 
第 100 回日本泌尿器科学会総会  2012/04/21-24 パシフィコ横浜 
 
α-blocker抵抗性前立腺肥大症患者に対するデュタステリド追加効果の検討 
千菊敦士 
第 2 回 滋賀 BPH management meeting 2012.2.17 大津 
 
腎腫瘍に対する生検について 
千菊敦士 
第 30 回泌尿器科手術研究会 シンポジウム 2012.1.28 京都 
 
第 30 回泌尿器科手術研究会アンケート報告～腎腫瘍の診断・治療～ 
千菊敦士 
第 30 回泌尿器科手術研究会 シンポジウム 2012.1.28 京都 
 
腎盂癌と鑑別を要した嫌色素性腎細胞癌の一例 
千菊敦士, 宮崎有, 澤崎晴武, 高橋毅, 小倉啓司 
第 231 回マンスリーミーティング 2011.12.10 京都 
 
去勢抵抗性前立腺癌に対するドセタキセル療法の長期継続に関わる因子の検討 
千菊敦士, 宮崎有, 澤崎晴武, 高橋毅, 小倉啓司 
第 49 回日本癌治療学会学術集会 2011.10.28 名古屋 
 
前立腺がん検診ガイドライン～高齢者に対するＰＳＡ検診についての一考察～ 
千菊敦士 
第 5 回大津泌尿器科連携の会 2011.07.09 大津 
 
前立腺肥大症に対するデュタステリドの臨床的効果の検討 
千菊敦士, 宮崎有, 高橋彰, 小倉啓司 
第 99 回日本泌尿器科学会総会 2011.04.24 名古屋 
 
去勢抵抗性前立腺癌に対しドセタキセル療法を長期施行した 2 例 
千菊敦士, 宮崎有, 高橋彰, 小倉啓司 
第 21 回 滋賀化学療法学会 2011.02.26 滋賀・草津 



 
腹腔鏡下に切除した後腹膜 Muller管嚢胞の一例、 
千菊敦士, 宮崎有, 高橋彰, 小倉啓司 
第 213 回日本泌尿器科学会関西地方会、2010.12.11 大阪 
 
腹腔鏡下右副腎摘除術（褐色細胞腫）の一例 
千菊敦士 
第 2 回 Laparoscopic Surgery Visual Meeting 2010.11.27 横浜 
 
5α還元酵素阻害薬アボルブの使用経験 
千菊敦士  
第 1 回 滋賀 BPH expert meeting、2010.10.15 滋賀・大津 
 
腹腔鏡下に切除した後腹膜 Muller管嚢胞の一例 
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第 17 回 滋賀内視鏡手術研究会、2010.11.6 滋賀・大津 
 
再発をきたした solitary fibrous tumor の 2 例 
千菊敦士, 宮崎有, 高橋彰, 小倉啓司 
第 225 回泌尿器科マンスリーミーティング 2010.07.24 京都 
 
再発をきたした solitary fibrous tumor の 2 例 
千菊敦士, 宮崎有, 高橋彰, 小倉啓司 
滋賀泌尿器科懇話会 2010.10 
 
天理よろづ相談所病院における体腔鏡下前立腺全摘除術の治療成績 
千菊敦士, 村上薫, 岡所広祐, 澤田篤郎, 柴崎昇, 奥村和弘 
第 98 回日本泌尿器科学会総会 2010.4 岩手 
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